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●●●編集後記

▶本号の特集は「自己免疫疾患の画像診断」です。
▶山田論文では，自己免疫性脳炎の terminology・抗体の種類・Graus
の診断基準が詳細に解説されています。臨床経過を示しながらの自験例
呈示は貴重な内容となっています。馬場論文で述べているように，全身性
自己免疫疾患はしばしば頭頸部病変を生じます。全身検索・精査のきっ
かけとなることもあり，疾患の画像所見を理解しておくことは大切です。古
石論文では，ANCA 関連血管炎・多発性筋炎・強皮症・肺胞蛋白症・
抗 GBM 病・irAE（免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有害事
象）を取り上げています。放射線科医が知っておくべき臨床所見も記載さ
れており，ありがたい限りです。原田論文では，高安動脈炎・IgG4 関連
疾患・irAE 心筋炎について述べています。心筋炎の頻度は低いですが，
致死率が高いので早期診断が重要です。市川論文では，自己免疫性肝
疾患・IgG4 関連疾患を取り上げています。肝胆膵領域においてもirAE
には注意が必要です。坪山論文では，自己免疫疾患の泌尿生殖器病変
に加え，生殖器腫瘍による免疫疾患・免疫抑制に関連する疾患・がん免
疫療法の副作用に言及しています。井上論文では，消化管の壁肥厚に
関して病変分布・病変長・程度・性状・随伴所見に着目し，病態に迫っ
ています。各領域とも，日常臨床で自己免疫疾患に遭遇する機会が増加
することが予想されており，その画像所見の理解は重要と思われます。
▶診療論文は，重粒子線治療に関するものとFDG の集積に関するもの
であり，どちらも大変興味深い内容です。症例論文では，様々な領域から
多数の寄稿がされており，いずれも日常診療に役立つ教育的な論文です。
今月の症例は小児呼吸障害の貴重な症例です。イメージ・インタープリ
テーション・セッションに参加している気持ちで診断にチャレンジされてはい
かがでしょう。
� 後閑武彦
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